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一

は
じ
め
に

本
稿
で
は
史
料
編
纂
所
が
二
〇
二
〇
年
三
月
に
購
入
し
た
藤
原
定
家
（
一
一
六
二
～
一

二
四
一
）
の
日
記
『
明
月
記
』
断
簡
一
幅
を
紹
介
し
た
い
（
左
頁
図
版
参
照
）。
こ
の
断

簡
は
本
所
村
井
祐
樹
氏
が
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
見
い
出
さ
れ
、
購
入
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る（

１
）。
村
井
氏
の
慫
慂
に
よ
り
、
代
わ
っ
て
簡
単
な
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

本
断
簡
は
現
在
、
掛
幅
装
と
さ
れ
て
お
り
、
本
紙
は
縦
二
九
・
二
糎
、
横
一
三
・
四

糎
、
六
行
分
の
断
簡
一
紙
で
あ
る
。
本
紙
の
天
地
は
や
や
裁
断
さ
れ
て
、
文
字
の
一
部

が
わ
ず
か
に
欠
け
て
い
る
。
表
装
は
比
較
的
新
し
く
、
昭
和
年
代
の
も
の
と
推
測
さ
れ

る
（
本
所
修
復
室
髙
島
晶
彦
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。「
定
家

明
月
記
」
と
の
外
題
題

箋
が
付
さ
れ
て
い
る
。
塗
の
二
重
木
箱
に
納
め
ら
れ
、「
京
極
黄
門
定
家
卿
（
墨
方
印

「
琴
山
」）」
と
い
う
極
札
一
点
が
付
随
す
る
。
内
箱
の
蓋
上
書
に
「
藤
原
定
家
卿

明
月

記
」、
蓋
裏
に
は
「
廿
四
日
天
陰
午
明
崩
云
々

江
守
賢
治
鑑
職
（
朱
印
）」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
箱
書
を
記
し
た
江
守
賢
治
氏
（
一
九
一
五
～
二
〇
一
一
）
は
国
語
・
国
学
研
究
者

で
、
氏
の
手
に
な
る
古
筆
の
箱
書
は
他
に
も
み
ら
れ
る（

２
）。

二

翻
刻

次
に
翻
刻
を
掲
げ
る
。

其
後
退
出
、

廿
四
日
、

天
陰
、
午
時
微
雨
、
漸
密
、
少
時
休
、

午
始
許
、
布
衣
参
岡
前
大
納
言
殿
御
仏
事
所
、
如
日
来
、

中
陰
三
度
、
世
以
為
追
従
歟
、
身
已
依
此
事

被
憚
院
中
面
々
、
願
主
難
去
之
間
、
不
顧
傍
難
、

太
似
無
由
、
是
偏
禁
裏
微
忠
之
由
存
之
、
但
於
亭

主
等
猶
不
出
好
詞
、
光
家
相
具
、
能
季
卿
先
在

「（
首
書
）又向
岡
崎
大
納
言
、
如
何
事
」

こ
の
断
簡
は
内
容
か
ら
、『
明
月
記
』
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
、
一
二
月
に
建
保
改
元
）

五
月
二
三
日
条
の
末
尾
か
ら
二
四
日
条
の
冒
頭
と
推
測
さ
れ
る
。『
明
月
記
』
は
治
承
四

年
（
一
一
八
〇
）
か
ら
没
す
る
仁
治
頃
ま
で
記
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
自
筆

原
本
も
多
数
残
り
、
そ
の
多
く
は
定
家
の
子
孫
で
あ
る
冷
泉
家
に
伝
わ
る
。
一
方
で
歌
人

と
し
て
も
著
名
な
定
家
の
筆
跡
は
珍
重
さ
れ
、
一
部
は
巷
間
に
流
出
し
た（

３
）。『

明
月
記
』

建
暦
三
年
五
月
記
も
散
逸
し
て
お
り
、
断
簡
の
形
で
所
々
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

４
）。

写
本
も

多
数
作
成
さ
れ
、
こ
の
断
簡
部
分
の
内
容
は
写
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
後
述
の
明

月
記
研
究
会
に
よ
る
成
果
、
ま
た
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書

翻
刻
明
月

記
』
二
で
は（

５
）、
慶
長
年
中
書
写
の
国
立
公
文
書
館
所
蔵
六
四
冊
本
を
底
本
と
し
て
い
る（
６
）。

本
断
簡
と
本
文
に
異
な
る
部
分
は
な
い
が
、「
又
向
岡
崎
大
納
言
、
如
何
事
」
と
い
う
首

書
は
、
写
本
に
は
見
え
な
い
。

な
お
五
月
二
四
日
条
に
つ
い
て
は
、
本
断
簡
の
ほ
か
個
人
蔵
、
鶴
見
大
学
所
蔵
（
一
誠

堂
主
人
酒
井
宇
吉
氏
の
旧
蔵
）
の
二
つ
の
断
簡
が
確
認
さ
れ
て
い
る（

７
）。
た
だ
し
い
ず
れ
も

本
断
簡
に
直
接
に
接
続
す
る
部
分
で
は
な
い
。
先
述
の
国
立
公
文
書
館
所
蔵
六
四
冊
本
に

は
、
五
月
記
全
体
が
含
ま
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
以
降
に
細
か
く
分
け
ら
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

『
明
月
記
』
の
原
本
は
時
期
に
よ
り
形
態
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
山
本
信
吉
氏
・

尾
上
陽
介
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

８
）。
す
な
わ
ち

一
：
紙
背
文
書
な
し
。
天
地
に
界
線
を
引
き
記
事
を
清
書
し
た
も
の
。

二
：
書
状
な
ど
の
反
故
を
裏
返
し
て
再
利
用
し
、
天
地
に
界
線
を
引
き
記
事
を
清
書
し

た
も
の
。

三
：
書
状
な
ど
の
反
故
を
裏
返
し
て
再
利
用
し
、
界
線
を
引
か
ず
に
そ
の
ま
ま
記
事
を

書
き
つ
け
た
も
の
。

史
料
紹
介
と
研
究

遠
藤

珠
紀

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
新
収

『
明
月
記
』
断
簡
に
つ
い
て
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『明月記』断簡
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の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。
本
断
簡
は
天
地
の
罫
線
は
見
ら
れ
ず
、
や
や
左
下
が
り
に
ば
ら

ば
ら
な
書
き
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。
紙
背
は
相
剥
を
さ
れ
て
い
る
が
、
一
行
目
下
方
な
ど

に
墨
痕
が
見
ら
れ
、
元
来
は
紙
背
文
書
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
三
番
目

の
様
式
と
な
る
。
尾
上
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
建
暦
三
年
は
ま
さ
に
三
番
目
の
様
式
の
時

期
で
あ
り
、
適
合
す
る
。
こ
の
三
番
目
の
様
式
は
行
の
幅
や
文
字
の
大
き
さ
が
ば
ら
ば
ら

で
書
き
直
し
、
挿
入
な
ど
推
敲
の
跡
も
存
在
し
、
清
書
前
の
状
態
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
首
書
・
日
付
・
天
気
・
干
支
の
表
記
に
つ
い
て
も
時
期
的
な
傾
向
が
あ
る
と

い
う
。
建
暦
三
年
は
、
定
家
に
よ
る
首
書
が
あ
り
、
連
続
し
た
日
付
で
記
さ
れ
、
天
気
が

書
か
れ
、
干
支
は
記
入
が
あ
る
時
も
あ
る
、
と
い
う
時
期
で
あ
り
、
こ
の
点
も
本
断
簡
と

適
合
す
る
。
筆
跡
か
ら
も
藤
原
定
家
の
自
筆
原
本
と
比
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

三

内
容

最
後
に
内
容
を
見
る
。
建
暦
三
年
当
時
定
家
は
五
二
歳
で
従
三
位
侍
従
（
非
参
議
）
で

あ
っ
た
。『
明
月
記
』
建
暦
三
年
五
月
記
に
つ
い
て
は
、
明
月
記
研
究
会
に
よ
る
講
読
の

成
果
が
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
の
成
果
に
拠
り
な
が
ら
紹
介
す
る（

９
）。

二
三
日
、
定
家
は
順
徳
天
皇
中
宮
藤
原
立
子
の
中
御
門
殿
に
参
り
、
退
出
し
た
。
本
断

簡
に
は
そ
の
末
尾
四
字
（「
其
後
退
出
」）
の
み
見
え
る
。
二
四
日
に
は
、
こ
の
年
四
月
五

日
に
亡
く
な
っ
た
藤
原
範
光
の
七
七
日
仏
事
が
行
わ
れ
た
。
定
家
は
大
納
言
殿
藤
原
良
平

の
仏
事
所
に
、
子
息
光
家
と
と
も
に
赴
い
て
い
る
。
五
月
一
〇
日
の
五
七
日
、
二
二
日
の

法
事
に
続
く
三
度
目
の
参
仕
で
あ
る
。
こ
の
参
仕
に
つ
き
定
家
は
、
追
従
と
見
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
、
ま
た
後
鳥
羽
院
中
の
人
々
に
避
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
禁
裏
微
忠
」
で
あ
る

と
頻
り
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
月
一
四
日
に
七
条
院
（
後
鳥
羽
院
母
藤
原
殖
子
）
が
熊
野

詣
に
出
発
す
る
た
め
、
後
鳥
羽
院
は
近
臣
た
ち
に
範
光
の
仏
事
に
参
加
し
な
い
よ
う
に

命
じ
て
い
た
（
五
月
一
〇
日
条
・
一
五
日
条
）。
そ
う
し
た
中
で
、
定
家
は
子
息
為
家
の

代
わ
り
に
法
事
に
参
加
し
た
。
亡
く
な
っ
た
範
光
は
、
叔
父
藤
原
範
季
の
猶
子
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
範
季
の
娘
修
明
門
院
重
子
が
順
徳
天
皇
の
母
に
あ
た
る
。
こ
の
た
め
範
光
の

仏
事
に
参
る
こ
と
が
禁
裏
へ
の
忠
義
（「
禁
裏
微
忠
」）
に
な
る
と
考
え
た
と
推
測
さ
れ
る

と
い
う
。
ま
た
「
願
主
難
去
」
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
こ
の
「
願
主
」
を
『
明
月
記
研

究
』
で
は
範
光
子
息
藤
原
範
朝
と
す
る
。
し
か
し
「
於
亭
主
等
猶
不
出
好
詞
」
と
亭
主
範

朝
に
対
し
て
は
一
歩
お
い
た
感
情
も
窺
え
る
（
五
月
一
四
日
条
も
参
照
）。
定
家
が
主
家

で
あ
る
藤
原
良
平
（
範
光
の
女
婿
）
の
仏
事
所
に
参
じ
て
い
る
こ
と
、
二
四
日
条
の
続
く

部
分
で
は
、
参
加
を
ね
ぎ
ら
う
良
平
の
仰
せ
や
、
仏
事
の
布
施
取
に
関
す
る
良
平
の
「
御

命
」
に
背
き
が
た
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
故
人
の
追
善
仏
事
は
縁
者
に
よ
り
順
に
主
催

さ
れ
る
慣
行
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
こ
の
日
の
法
事
の
願
主
は
藤
原
良
平
だ
っ
た
可
能
性

も
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
本
断
簡
で
初
め
て
判
明
し
た
首
書
に
は
「
又
向
岡
崎
大
納
言
、
如

何
事
」
と
あ
り
、
や
は
り
定
家
と
し
て
は
参
加
に
懸
念
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

記
事
の
内
容
は
既
知
の
も
の
で
あ
る
が
、
所
在
不
明
だ
っ
た
自
筆
原
本
が
見
い
出
さ
れ

た
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
簡
単
で
あ
る
が
新
収
史
料
の
紹
介
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

注（
１
）
本
所
の
請
求
番
号
は
〇
〇
七
三
―
一
八
。
近
日
、
本
所
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
書

誌
・
画
像
が
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
史
料
原
本
は
燻
蒸
待
ち
の
た
め
、
し
ば
ら
く
は
画
像

で
の
み
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
２
）
例
え
ば
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
宗
因
句
短
冊
「
な
か
む
と
て
」」
な
ど
。

（
３
）
尾
上
陽
介
「『
明
月
記
』
解
題
」『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
五

明
月
記
』
八
木
書
店
、
二

〇
一
五
年
。
尾
上
陽
介
「『
明
月
記
』
原
本
の
特
異
性
」『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
、

二
〇
一
七
年
な
ど
参
照
。

（
４
）
尾
上
陽
介
「『
明
月
記
』
原
本
及
び
原
本
断
簡
一
覧
」『
明
月
記
研
究
提
要
』
八
木
書
店
、
二

〇
〇
六
年
。

（
５
）
公
益
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
、
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
四
年
。

（
６
）
紅
葉
山
文
庫
本
、
特
〇
九
七
―
〇
〇
〇
二
、
第
四
三
冊
。

（
７
）
中
川
博
夫
「
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
明
月
記
』
断
簡
」『
明
月
記
研
究
』
三
、
一
九
九
八
年
。

（
８
）
山
本
信
吉
「
藤
原
定
家
の
筆
跡
に
つ
い
て
」『
古
典
籍
が
語
る
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、

初
出
一
九
九
九
年
。
尾
上
陽
介
「『
明
月
記
』
原
本
の
構
成
と
藤
原
定
家
の
日
記
筆
録
意
識
」

『
明
月
記
研
究
』
五
、
二
〇
〇
〇
年
。
尾
上
陽
介
『
中
世
の
日
記
の
世
界
』
山
川
出
版
社
、
二
〇

〇
三
年
。

（
９
）
明
月
記
研
究
会
「『
明
月
記
』（
建
暦
三
年
五
月
）
を
読
む
」『
明
月
記
研
究
』
九
、
二
〇
〇
四
年
。




